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【研究の背景・目的】 

過去の観測事例、現在の観測データに基づき、2011

年東北沖地震のようなプレート境界での巨大地震に

続いて、沈み込む前の海洋プレート（アウターライ

ズ）内で正断層型巨大地震が発生することが指摘さ

れている。例えば明治三陸地震後の昭和三陸地震が

その典型例である（図１）。一方、プレート境界型地

震の津波浸水予測が進められており、そこでは現実

的な想定断層による多くのシナリオ津波と地震時の

津波波形を比較して即時的に予測するシステムが構

築されている。しかしながら、アウターライズ地震

に関しては、震源断層の情報が皆無で想定すべきシ

ナリオ地震が設定できない。そこで、本研究では日

本海溝沖アウターライズで地下構造探査と地震観測

データから現実的な潜在震源断層マップを作成し、

今後海底ケーブルデータを活用した津波浸水即時予

測に必要不可欠な津波波形データベースを構築する。 

図１．アウターライズ地震模式図。 
 

【研究の方法】 

本研究は、1) アウターライズ潜在断層マッピング

に向けた調査観測、2) 津波データベース構築にむけ

た津波シミュレーションから構成される。調査観測で

はアウターライズ域での大局的地震波速度構造調査、

地震活動観測、稠密反射法探査を段階的に実施し、ア

ウターライズ潜在断層の同定を行う。これら観測には

海洋研究開発機構の持つ地下構造探査システムを用

い、海溝域水深 6000m 以深では、我々研究グループ

が開発した超深海海底地震計を投入する。研究期間

後半にはそれらのデータを基にアウターライズ域に

おける Mw7.5 以上の想定断層を設定し、そのデータ

に基づき日本海溝海底地震津波観測網(S-net)全水圧

計観測点での水圧変化、および選択した特定の沿岸

域における浸水計算を実施し津波データベースを構

築する。この際、計算には我々研究グループで開発

した津波計算プログラムを地球シミュレータ上で実

行する。 

 

【期待される成果と意義】 

我々研究グループは超深海域での地下構造・地殻

活動研究のスペシャリストとして、世界でも類を見

ないユニークな成果をあげてきた。また、南海トラ

フ海底リアルタイム観測データを用いた、津波浸水

即時予測システム実用化を進めている。本研究にお

いては、これらの知見、経験を日本海溝アウターラ

イズ域に展開することによって、アウターライズ地

震の潜在断層が設定可能となり、津波浸水予測に向

けたが可能となる。また、これは現在構築中のＳ-net
を最大限活用する基盤的データとなり、様々な研究

プロジェクトでの活用が期待され、今後の防災・減

災研究に対し大きな意義を持つ。 
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